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OCEAN’S NEWS

海はモンスターでいっぱい

特
別
展

自然史博物館 ネイチャーホール
（花と緑と自然の情報センター 2階）

　海は、私たち人間を含むすべての生命の源です。地球上の多様な生き物はす
べて、海で誕生した生命が、長い時間をかけて進化してきた子孫なのです。
　海には、いつの時代もさまざまな環境があります。小さなもの、大きなもの、
奇妙な形のもの、ふしぎな生活をするもの。海はその多彩な環境に適応した、魅
力的な「モンスター」たちでいっぱいです。
　特別展「ＯＣＥＡＮ！　海はモンスターでいっぱい」では、そんな｢モンスター｣
たちの多様な姿を、３００を超える化石と現生標本、そして復元画や映像を使っ
て紹介します。６億年の昔から現在に至る海の生物の「かたち」を通して、それ
ぞれの生物の海中での適応の様子を示し、生物多様性の歴史に迫ります。

　本展では、「海にくらす」「６億年 海のニュース」の２テーマに「海のモンスター」
たちが大集合！「海にくらす」コーナーでは、さまざまな海の環境とそこに適応
した海のモンスターたちを、「６億年 海のニュース」では、約６億年の昔から現
在までにおきた「海のニュース」を紹介しています。
　本日は、本展に登場する「海のモンスター」たちを一足先に少しご紹介しま
しょう！

　重力から解放される海には、陸上には存在し
ないような形や大きさの生き物がくらすことが
できます。今生きているクジラはもちろん、ク
ビナガリュウや巨大カメ・アルケロンなど、絶滅
した生き物にも巨大なモンスターがいました。

オーシャン！

開催中 11.27日

■海の大きな生き物たち
●テーマ1　海にくらす

●テーマ2　6億年 海のニュース

魚のいない海

　小さな生き物が大きな生き物を食べ、それを
さらに大きな生き物が食べる－。そうして、生き
物同士はつながっています。海では、私たちと同
様にあごでかぶりついて食べる方法もあれば、
水ごと吸い込んで食べる方法もあります。

■海の色々な食べ方
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恐竜時代の海のモンスター

　魚が海に登場する前、そ

の主役はオウムガイや三葉

虫など無脊椎動物でした。私

たちヒトにつながる脊椎動

物は、まだ「あご」のない小

さな生き物で、ウミサソリな

どのえさとなっていました。

ダンクルオステウス頭骨。最初に
あごを持った魚類のひとつと考え

られている

板皮類のなかま。歯はありません
が、あごの骨がとがって歯のような

役割をし

たと考えられています。

大きな海のモンスターたち。
クビナガリュウ、シファクティヌス、タカアシガニ

イワシクジラ頭骨：イワシクジラは歯をもたず、上あごにある「ヒゲ板」を
つかって魚やプランクトンなど小さなえさを水ごと大量に吸い取り、こし
とって食べます。会場では、クロミンククジラのヒゲ板にさわれる展示も。

ステノプテリギウス（魚竜）。海生
爬虫類でもっとも水中生活に適応

し、長期間

繁栄したグループでその外形はイ
ルカやマグロに類似しています。ま

た、この

標本のおなかには、赤ちゃんがみ
られ、魚竜は卵を産むのではなく

、赤ちゃん

の形で子どもを産む胎生と考える
証拠となっています。

パキケトゥス。長いしっぽ、陸を歩く
脚、足先はひづめ。見たところはク

ジラには

見えませんが、現在のクジラ類の
直接的祖先であると考えられてい

ます。

爬虫類、海へ
　今から約２億５０００万年前の

ペルム紀末、海の生き物の

９０％以上が絶滅するという事件
がおきます。その後、海の主

役となったのは陸上から進出した
爬虫類たちです。現在、海に

生きる爬虫類はウミガメなどでそ
う多くはありませんが、陸で

恐竜たちが繁栄していた中生代、
今では想像もつかないほど

大型で種類もさまざ
まな爬虫類が海を支
配していました。

　脊椎動物の中に、あごをも

つ生き物があらわれ、繁栄し

はじめます。魚類の登場です。

魚類はあごをもつことにより、

食べられる側から食べる側に

なり、その後、多様化し、大繁

栄をとげます。

海のニュース

魚の登場
哺乳類、海へ
　中生代末の６５５０
万年前、再び大絶滅
が起こり、大型爬虫類
は絶滅します。その
あいた場所に進出し
たのは海に適応した
哺乳類でした。
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○日時：１０/２９（土）
　　 　13:00～15:40
○場所：自然史博物館　講堂
○内容：
特別展に出展されているク
ビナガリュウとカメの化石
の研究者を招き、研究の最
前線を紹介。講師は佐藤た
まき氏（東京学芸大学）、平
山廉氏（早稲田大学）。
○参加費：無料
　（ただし、博物館入館料が必要）

ミニワークショップ
「海のモンスターみっけ！」
○日時：9/24（土）・25（日）・
　　　 １０/8（土）・９（日）
　いずれも10:45～11:30、
　13:00～15:00
○場所：自然史博物館
　本館２階第３展示室
○内容：
海の中には想像もつかない
面白いモンスターたちがい
っぱいです。展示室にいる
お気に入りのモンスターを
見つけましょう。
○対象：小中学生
○参加費：無料
　（ただし、高校生以上が付き添
　い参加の場合は、博物館入館料
　が必要）
○受付：15～30分おき

絶滅した、そして今も生きている「海のモンスター」たちが大集合！

復元画（ウミサソリ）

国宝・飛青磁花生

 日本に現在8件ある中国陶磁の国宝の一つで、国宝「油滴天目茶碗」とともに当館の安宅コレクション
の国宝作品の双壁をなしています。元時代、中国浙江省の龍泉窯の製品で、鉄斑文の装飾のあるこう
した青磁を日本では「飛青磁」と呼び珍重してきました。器形の完整さ、釉色の美しさ、
鉄斑文の絶妙な配置など世に知られている「飛青磁」の中で最も完璧な作品といえます。
大阪の豪商・鴻池家に伝わったもので、大阪が世界に誇るお宝といえます。

（大阪市立東洋陶磁美術館主任学芸員　小林仁）

大阪市立東洋陶磁美術館

★ ８ＯＮのメンバーは…
大阪市立東洋陶磁美術館／大阪市立科学館／大阪市立美術館／
天王寺動物園／大阪城天守閣／大阪歴史博物館／
大阪市立近代美術館建設準備室／大阪市立自然史博物館

大阪市立東洋陶磁美術館   国宝「飛青磁花生」（元時代・14世紀、龍泉窯）

〒530-0005 大阪市北区中之島1-1-26（大阪市中央公会堂東側）所在地
TEL 06-6223-0055 FAX 06-6223-0057 アクセス 京阪中之島線「なにわ橋」駅下車すぐ、

ホームページ http://www.moco.or.jp地下鉄・京阪本線「淀屋橋」1番出口

※ なお、今回ご紹介した作品は国際交流企画展（P.10参照）開催期間中の平常展において特別出品
いたします。日本初公開の龍泉窯の最新発掘成果とともに、当館所蔵の国宝の美をお楽しみいただけ
ればと思います。

とび  せい　じ　はな  いけ

ゆ てきてんもくちゃわん

てっぱんもん

■地下鉄「長居」東へ800ｍ
■JR「長居」東へ1ｋｍ

月曜（祝日の場合は翌日）休館日

http://oceanmonster.jp特別展公式URL

9:30～17:00（入館は16:30まで）開館時間

【常設展】大人300円　高大生200円
【特別展】OCEAN!海はモンスターでいっぱい
大人1,200円  高大生700円（常設展も入場可）
中学生以下、障害者手帳持参者、
市内在住65歳以上無料（要証明）

料　金

Osaka Museum of Natural History

INFORMATION

〒546-0034　大阪市東住吉区長居公園1-23（長居公園内）

http://www.mus-nh.city.osaka.jp/ホームページ
06-6697-6221電話 06-6697-6225FAX
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